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「日本人の心の源にある死生観」

医療を通じて生を想う

神奈川県内科医学会健康長寿社会を目指す委員会
横浜内科学会 名誉会長

中山 脩郎 （医療法人 中山医院）

100歳以上高齢者数

H23.(2011)9.15      横浜市

972人

男性 160人

女性 812             

H28.(2016)9.15 1.444人

男性 213 人

女性1.231                   

（全国 H.28.1.1  65,000人）

男性 900人 女性56,000人
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夫婦のみ

単独世帯

横浜市
⾼齢単⾝世帯・⾼齢夫婦世帯の推移

（資料：平成2７年度データブック港南・平成27年国勢調査 ） 出典：平成28年版高齢社会白書（全体版）内閣府

高齢化社会における健康・死生観と宗教
大正大学 村上興匡教授

第30回 日本臨床内科医学会シンポジュウム
2016.10.9（東京）

• 現在の時代状況の中では、単に「長寿」であ
ることが祝われなくなっており、国内の高齢者
の増加は、むしろcure(repair)から
care(maintenance)へと医療の力点を移すほう
がよいのではないか

• （抄録 一部 引用）

• 治療から緩和ケアー（苦痛と心の癒し）へ

納棺夫日記ー青木新門（第1章 みぞれの季節）

みぞれも,その時その時の気温によって雨と雪の割合が
変化するように、生死の,生と死の割合もその時代背景に
よって左右されてきた。たとえば戦乱に明け暮れた時代
とか大飢饉や疫病が蔓延した時代には、死の占める割合
が多かった。そして死の占める割合が多い時代では、死
は多く語られ、時には美化される傾向にあり、今日のよ
うに日常生活の中にも思想の中にも死が見当たらないよ
うな生の時代には、死は敗北であり悪であるとする傾向
になる。

死を忌むべき悪としてとらえ、生に絶対の価値をおく
今日の不幸は、誰もが必ず死ぬという事実の前で、絶望
的な矛盾に直面することである。

出典：毎日新聞 2010年(平成22年) 8月19日 (木)出典：日本死の臨床研究会ニューズレター NO.67 2013.1．20

出典：老いの戒め 下重暁子

旧約聖書 ヨブ記

• 老いたる者には知恵があり、命の長
い者には悟りがある。（12:12)

• (知恵と力は神と共にあり、深慮と悟り
も彼のものである。 12:13)

日本聖書協会『口語訳 聖書』

青春 ｻﾑｴﾙ・ｳﾙﾏﾝ（1840-1924）

青春とは人生のある時期ではなく、心の持ちかたを言う。
薔薇の面差し、紅の唇、しなやかな肢体ではなく、たくまし
い意思、ゆたかな想像力、炎える情熱をさす。
青春とは人生の深い泉の清新さをいう。
青春とは臆病さを退ける勇気、安きにつく気持を振り捨て
る冒険心を意味 する。
ときには、２０歳の青年よりも６０歳の人に青春がある。

年を重ねただけで人は老いない。理想を失うとき初めて老
いる。
歳月は皮膚にしわを増すが、熱情を失えば心はしぼむ。
苦悩・恐怖・失望により気力は地に這い精神は芥になる。

①

青春 ｻﾑｴﾙ・ｳﾙﾏﾝ

60歳であろうと16歳であろうと人の胸には、驚異に
魅かれる心、おさな児のような未知への探究心、人
生への興味の歓喜がある。
君にも吾にも見えざる駅逓が心にある。
人から神から美・希望・喜び・勇気・力の霊感を受け

る限り君は若い。

霊感が絶え、精神が皮肉の雪におおわれ、悲嘆の
氷にとざされるとき、２０歳であろうと人は老いる。

頭を高く上げ希望の波をとらえる限り、80歳であろ
うと人は青春にして己む。

②


